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 要 旨   

 

背景：中国の少数民族である和民族において、アルコール摂取と抑うつ症状との関連を検討した。 

 

方法：中国滄源県の少数民族和族の現在飲酒者 317 人を対象とした横断的分析を行った。多段階クラ

スター抽出法を用いて、アルコール使用障害識別テスト（AUDIT）のスコアが 0 点を超える参加者を

抽出し、統一された質問票を用い対面面接でデータを収集した。AUDITによるアルコール摂取量を算

出し、患者健康調査票（PHQ）-9 により抑うつ症状を調査した。アルコール摂取量と抑うつ症状の関

係は、多変量ロジスティック回帰モデルを用いて評価した。また、平滑化プロットの適用により、潜在

的な非線形関連を精査した。 

 

結果：現在飲酒者 317名（男性 196名［61.83％］、平均年齢 41.78±12.91歳）のうち 94名（29.65％）

に抑うつ症状を認めた。多変量ロジスティック回帰分析の結果、AUDITスコアが高いほど抑うつ症状

有のリスクが高かった。また抑うつ症状のリスクは、AUDIT低スコア(1-7点)群に比べ、アルコール依

存域である AUDIT高スコア(15-40点)群で 7.01倍高かった。平滑化プロットは、AUDITスコア 15点

で変曲点を持つ J字型の非線形関係を示した。この変曲点の左側では有意な関連を認めなかったが、右

側では正の関連を認めた。 

 

結論：中国の少数民族である和民族においてアルコール摂取量と抑うつ症状リスクとの間に非線形関

係を認めた。本研究結果は、本集団に合わせた効果的な治療戦略に役立つ可能性が示唆された。 

 

 


